標準情報(TR)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             　　　　　　   　　　　      TR X 0010: 2000

日本語組版のDSSSLライブラリ
DSSSL Library for Japanese Compositions

序文  この標準情報(TR)は, 1997年度の日本事務機械工業会 標準化委員会の実装規約小委員会及び1999年度の日本規格協会 情報技術標準化研究センター(INSTAC)の電子出版技術調査研究委員会で行われた, JIS X 4153[文書スタイル意味指定言語(DSSSL)]の日本語組版環境での実装技術調査研究をもとに, 工業標準化の促進に関連して特に重要と判断される技術情報をまとめ, 標準情報(TR)(タイプⅡ)として公表するものである。
1. 適用範囲  この標準情報(TR)は, 標準一般化マーク付け言語 SGML(JIS X 4151又はISO 8879)又は拡張可能なマーク付け言語 XML(TR X 0008)で記述された日本語構造化文書に対して, DSSSL(JIS X 4153)を用いてフォーマット指定を行う場合に用いるDSSSLライブラリを提供する。このライブラリを用いることによって, DSSSL及び日本語組版に関する専門的な知識を必要とせずに, 日常頻繁に用いるフォーマットのDSSSL指定を行うことができる。
2. 引用規格  次の規格などに含まれる規定内容は，この標準情報(TR)の文中での引用によって，この標準情報(TR)の規定の一部となる。表示された版は, この標準情報(TR)の出版の際に有効であったものである。規格などはすべて改訂の対象であり, この標準情報(TR)に基づく合意の関係者は, 次に示す規格などの最新版の適用可能性を調べるのがよい。
JIS X 4153:1998  文書スタイル意味指定言語 (DSSSL)
  備考  ISO/IEC 10179:1996  Document Style Semantics and Specification Language (DSSSL)が, この日本工業規格に一致している。
ISO 8879:1986  Standard Generalized Markup Language (SGML)

  備考  JIS X 4151:1992  文書記述言語 SGMLが, ISO 8879:1986及びISO 8879/Amendment 1:1988の内容に技術的追加及び編集上の変更を加えたものである。
TR X 0008:1999  拡張可能なマーク付け言語 (XML) 1.0

  備考  W3C Recommendation, REC-xml-19980210, Extensible Markup Language (XML) 1.0 が, この標準情報(TR)に対応している。

JIS X 4051-1995  日本語文書の行組版方法
JIS X 0208-1997  7ビット及び8ビットの2バイト情報交換用符号化漢字集合
TR X 0003:2000  フォント情報処理用語
JIS X 4161-1993  フォント情報交換 第1部 体系

  備考  ISO/IEC 9541-1:1991 Font information interchange – Part 1: Architectureが, この日本工業規格に一致している。

IEEE Scheme standard, R4RS

3. 定義  この標準情報(TR)で用いる主な用語の定義は，次による。
3.1 アキ (space)
  隣接する文字の仮想ボディの間隔又は隣接する行の仮想ボディの間隔。    

3.2 行送り (line leading)
  行の基準点から次の行の基準点までの距離。
3.3 行間  (line space)
  隣接する行の仮想ボディの間隔。

3.4 組方向

  組版システムなどにおいて行を構成する方向。日本語組版においては, 主として縦組又は横組とする。 

3.5 グループルビ
  ルビ対象文字列全体に付けるルビ。
3.6 圏点
  特に強調したい語句の脇(縦組では右，横組では上)に付ける記号。
3.7 小口 (edge) 

  書籍などのページの綴じていない3辺。上辺を天小口，下辺を地小口といい，綴じと反対側の辺を前小口又は単に小口という。
3.8 字下げ (indentation)
  行頭を字詰方向に移動させること。
3.9 字詰め数
  1行の文字数。字詰めともいう。
3.10 順序文字
  順序付き箇条書きにおける各箇条項目の先頭に付ける，順序を表す文字。
3.11 セル (cell)
  表組における基本単位。
3.12 添え字 [superscript/subscript (superior/inferior)]
  親文字に付ける上付き文字又は下付き文字。
3.13 単一ページ
  見開きに対し, 単独なページを指す。
3.14 段 (column)
  1ページの組版面を一つ以上の流し込み領域に区分して組む場合の１区分。
3.15 段間 

  隣接する二つの段の間隔。
3.16 地 (tail edge)
  書籍などのページ面のレイアウトにおける下部の余白，又は書籍などの下部。
3.17 天 (head，top edge)
  書籍などのページ面のレイアウトにおける上部の余白，又は書籍などの上部。
3.18 DSSSLライブラリ (DSSSL library)
  DSSSL指定の集合。
3.19 時計数字
  時計の文字盤用にデザインされたローマ数字。
3.20 ２字ルビ
  字詰め方向の仮想ボディがルビ対象文字1文字の仮想ボディの1/2の大きさであるルビ。
3.21 ノド (gutter)
  書籍などの背が接する部分又は綴じ代側の部分。
3.22 ノンブル (page number)
  印刷物などの各ページの順序を示す番号。
3.23 柱 (head line)
  ページの版面外に表記した書名，章名，節名など。
3.24 版面 (image area)
  主に本文が組まれる領域。

3.25 表記方向 (writing mode)
  行を構成する際のグリフの公称送り方向[グリフ座標系において, 位置決め点(position point)から送り点(escapement point)に向かう方向]。日本語組版においては, 右向き(LEFT-TO-RIGHT)又は下向き(TOP-TO-BOTTOM)とする。

3.26 表ネーム (table caption)
  表の内容をあらわす記述。表番号が付くこともあり，表見出し，表タイトル，表題，又はキャプションともいう。
3.27 付加文字
  順序文字の前及び/又は後ろに付ける文字。
3.28 ベタ (solid matter 又は solid)
  隣接する文字又は隣接する行にアキを設けない組版。
3.29 抹消線 (strike-through 又は strike-out)
  文字に重ねて引く取消し線。
3.30 見開き (page facing)
  書籍などを開いて，左右のページが向い合っている状態。
3.31 文字サイズ (character size)
  文字の仮想ボディの大きさ。
3.32 モノルビ
  ルビ対象文字1文字ごとに対応して付けるルビ。
3.33 ルビ 

  文字のそばに付けて，その文字の読み，意味などを示す小さな文字。
4. 組版指定要素及び指定パラメタ  DSSSLライブラリで扱う範囲の組版指定要素，及びその指定パラメタについて規定する。
4.1 用紙サイズ
　次のサイズについてモデルを規定する。
ａ)　Ａ判　A6，A5，A4

ｂ)　Ｂ判　B6，B5

　“単一ページ”又は“見開き”の選択を可とする。“見開き”の場合，これらのa）,b)に規定した判サイズの倍のサイズを許容する。
　参考　A4見開きは, A3判となる。
4.2 用紙の向き
　“縦置き”及び“横置き”を対象とする。デフォルトは“縦置き”とする。
4.3 使用単位指定
　mm，ポイント，Ｑの3種とする。
　ポイント単位については，１ポイント＝0.3514mmとする。ポイントとＱとの単位は正確には一致しないが，実用的に表4.1の換算表を用いて換算する。

                      表4.1 Ｑとポイントとの関係

	Ｑ
	ポイント
	Ｑ
	ポイント

	 7
	   5
	15
	 10.5

	 8
	   5.5
	16
	 11

	 9
	   6
	18
	 12

	10
	   7
	20
	 14

	11
	   7.5
	21
	 15

	12
	   8
	24
	 16

	13
	   9
	26
	 18.5

	14
	  10
	28
	 20


4.4 基本組体裁指定
　原則として, 次の項目を指定する。
ａ)　版面の大きさ
ｂ)　余白
ｃ)　基本組体裁
組方向，文字サイズ，字詰め数，行数，行間(行送り)，段数，及び段間
　これらを設定する方法として，これらをすべて数値で指定する方法，及び4.5において指定する方法の2種類を対象とする。
　備考　版面・余白の求め方としては，
用紙サイズ－余白＝版面　（レイアウトドリブン）
用紙サイズ－版面＝余白　（コンテントドリブン）
の２種類があるが，日本における組版原則はコンテントドリブンが一般的であり，版面の大きさを確定してから余白を決める方法とする。
4.5 判型別書籍などの標準組体裁
4.5.1 用紙に対する版面位置
　用紙に対する版面位置指定は，次の3種類とする。
ａ)　天地左右中央（デフォルト）
ｂ)　天：地，ノド：小口の各々の比を指定
ｃ)　天，地，ノド，小口の各々の絶対値を指定

　備考　版面の大きさが指定されない場合, その縦及び横のサイズは, 用紙の対応するサイズの0.8倍とする。
4.5.2 標準組体裁
　判型ごとの標準組体裁を次の表4.2～表4.8のとおり定める。表4.2～表4.8においては，“字詰め数”を“字詰め”，ポイント系の数値表記を“ポ”と略記する

                  表4.2 B6判 縦置き ポイント系
	組方向
	文字サイズ
	字詰め
	行数
	行送り
	段数
	段間

	 縦組
	９ポ
	43
	14
	18ポ
	１
	

	 縦組
	９ポ
	43
	15
	18ポ
	１
	

	 縦組
	９ポ
	43
	16
	17ポ
	１
	

	 縦組
	９ポ
	44
	17
	16ポ
	１
	

	 縦組
	８ポ
	50
	18
	15ポ
	１
	

	 縦組
	８ポ
	50
	19
	14ポ
	１
	

	 縦組
	８ポ
	25
	20
	14ポ
	２
	２字

	 縦組
	８ポ
	26
	20
	14ポ
	２
	２字

	 横組
	９ポ
	30
	23
	17ポ
	１
	

	 横組
	８ポ
	33
	25
	16ポ
	１
	

	 横組
	８ポ
	33
	27
	15ポ
	１
	

	 横組
	８ポ
	34
	27
	15ポ
	１
	


                  表4.3 B5判 縦置き ポイント系
	組方向
	文字サイズ
	字詰め
	行数
	行送り
	段数
	段間

	 縦組
	８ポ
	24
	31
	13ポ
	１
	

	 横組
	９ポ
	43
	32
	18ポ
	１
	

	 横組
	９ポ
	23
	44
	14ポ
	２
	２字

	 横組
	９ポ
	22
	41
	15ポ
	２
	２字

	 横組
	８ポ
	25
	51
	12ポ
	２
	２字


                  表4.4 B5判 縦置き Ｑ数系
	組方向
	文字サイズ
	字詰め
	行数
	行送り
	段数
	段間

	 横組
	13Q
	42
	31
	26Q
	1
	

	 横組
	13Q
	22
	43
	20Q
	2
	２字

	 横組
	13Q
	21
	39
	22Q
	2
	２字

	 横組
	12Q
	23
	48
	18Q
	2
	２字


                  表4.5 A6判 縦置き ポイント系
	組方向
	文字サイズ
	字詰め
	行数
	行送り
	段数
	段間

	 縦組
	８ポ
	41
	13
	17ポ
	１
	

	 縦組
	８ポ
	41
	14
	16ポ
	１
	

	 縦組
	８ポ
	42
	15
	15ポ
	１
	

	 縦組
	８ポ
	42
	13
	16ポ
	１
	

	 縦組
	８ポ
	42
	14
	16ポ
	１
	

	 縦組
	８ポ
	43
	15
	15ポ
	１
	

	 縦組
	８ポ
	43
	15
	15ポ
	１
	

	 縦組
	８ポ
	43
	16
	14ポ
	１
	

	 縦組
	８ポ
	43
	18
	13ポ
	１
	

	 縦組
	８ポ
	43
	19
	13ポ
	１
	


                  表4.6 A5判 縦置き ポイント系
	組方向
	文字サイズ
	字詰め
	行数
	行送り
	段数
	段間

	 縦組
	９ポ
	51
	16
	18ポ
	１
	

	 縦組
	９ポ
	52
	16
	18ポ
	１
	

	 縦組
	９ポ
	52
	17
	18ポ
	１
	

	 縦組
	９ポ
	52
	18
	17ポ
	１
	

	 縦組
	９ポ
	52
	19
	17ポ
	１
	

	 縦組
	９ポ
	25
	20
	15ポ
	２
	２字

	 縦組
	８ポ
	30
	24
	13ポ
	２
	２字

	 縦組
	８ポ
	29
	23
	14ポ
	２
	２字

	 横組
	９ポ
	35
	26
	18ポ
	１
	

	 横組
	９ポ
	35
	28
	17ポ
	１
	

	 横組
	９ポ
	35
	30
	16ポ
	１
	

	 横組
	８ポ
	40
	30
	16ポ
	１
	

	 横組
	８ポ
	38
	33
	14ポ
	１
	


                  表4.7 A5判 縦置きQ数系
	組方向
	文字サイズ
	字詰め
	行数
	行送り
	段数
	段間

	 横組
	13Q
	34
	27
	25Q
	1
	

	 横組
	13Q
	34
	29
	23Q
	1
	

	 横組
	12Q
	37
	28
	24Q
	1
	

	 横組
	12Q
	36
	31
	21Q
	1
	


                  表4.8 A4判 縦置きQ数系
	組方向
	文字サイズ
	字詰め
	行数
	行送り
	段数
	段間

	 横組
	13Q
	51
	41
	24Q
	1
	

	 横組
	14Q
	48
	39
	25Q
	1
	

	 横組
	14Q
	24
	42
	23Q
	2
	２字

	 横組
	14Q
	16
	42
	23Q
	3
	２字


4.6 書体指定
　この標準情報(TR)では，“mincho”“gothic”などの一般名称で指定し，固有の書体名指定は行わない。
この標準情報(TR)においては，フォントファミリ名の中で，“和文書体名，ウェイト”，“欧文書体名，ウェイト”を指定する。
　“posture”，漢字と仮名との区分は対象としない。
4.7 文字サイズ
　ポイント又はQによって指定する。
　備考　長体，平体，斜体などの変形は, この標準情報(TR)では対象外とする。
4.8 柱体裁指定
4.8.1 柱の数
　次の2種類とする。
ａ)　柱を付けない。
ｂ)　1種類の柱を付ける。
4.8.2 柱の位置
　柱の位置は, 次の中から選択する。
ａ)　奇数ページ小口寄りの天
ｂ)　両ページ小口寄りの天
ｃ)　奇数ページ小口寄りの地
ｄ)　両ページ小口寄りの地
ｅ)　天の中央（本文が横組の場合だけ）
　いずれの場合も柱文(はしらぶん)は, 横組とする。小口寄りで天地関係がノンブルと同じ場合は，ノンブルから全角，又は1.5倍のアキをとって柱を続ける。
　柱文の字割りルールは, 4.15による。
4.8.3 柱文の内容
　左右のページにおいて，異った柱文を付ける場合の体裁は, 次のとおりとする。
ａ)　両ページ小口寄りの天
ｂ)　両ページ小口寄りの地
ｃ)　天の中央(横組の場合だけ)

　構文構造において，上位の内容を柱文とする方を，その構文を構成する文章が始まる側と反対側のページに表記し，下位の文章をその逆のページに表記する。文章が開始されるページには, 柱を表記しない。
4.9 ノンブル体裁指定
　縦組又は横組に関係なく，次の2種類の体裁を標準とする。
ａ)　天寄りの小口　洋数字
ｂ)　地寄りの小口　洋数字
　いずれの場合も，ノンブル文字サイズは本文文字サイズと同じ，又は1サイズ小さくする。版面との隔たり量は, 本文文字サイズ，又はそれより若干大きい値とする。
4.10 注体裁指定
　このモデルで対象とする注は, 次の4種類とする(割注は, 4.11において規定する。)。
ａ)　傍注（横組）
ｂ)　脚注（横組）
ｃ)　頭注（縦組）
ｄ)　行間注
　後注は, 本文の続きと見なす。
　指定要素は, 次のa)～d)とする。
ａ)　合印の種類(“合印なし”を含む)，体裁
　　合印の種類は, ＊，†，‡，§，∥，＃，アラビア数字，漢数字，アルファベット とする。無指定の場合は, １）, ２）．．．とする。
参考　体裁の組合せ例を次に示す。
        ＊   ＊＊   ＊＊＊
        ＊１   ＊２   ＊３
        １）   ２）   ３）
        一、   二、   三、
      （ａ）  （ｂ）  （ｃ）
ｂ)　合印の位置指定
   1) 行間で注対象語句の先頭
   2) 行間で注対象語句の末尾
   3) 行中の注対象語句の後ろ
ｃ)　合印の文字サイズ指定
ｄ)　注の種類（脚注，傍注，頭注）
  備考1. 日本語組版においては，備考2.～ 6.に示す種類の注がある。
      2. 行間注　説明の必要な語句のすぐ側の行間に組む注｡
横組では語句の上の行間に，縦組では語句の右の行間に組む｡
横組の例を図4.1に示す。
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　　　　　　　　　　　　　　図4.1 横組における行間注の組み方例
      3. 傍注　横組において，ページの小口寄りに領域を取って，そこに組まれる注。図4.2を参照。

図4.2 傍注
      4. 頭注　縦組において，本文のページの上部に組まれる注。図4.3を参照。


図4.3 頭注
      5. 脚注　本文のページの下部に組まれる注。図4.4を参照。

図4.4 脚注

      6. 後注　本文の編，章，節，段落などの区分の終わり，又は巻末に組む注。
4.11 割注
　この規定では, 2行の割注だけを対象範囲とする。
　割注は“行内行処理”として扱う。行内行の詳細は, 4.25による。
　特に指定をしない場合は, 割注パーレン付きとし，パーレンのサイズは本文文字サイズと同一とする。
　割注文字のデフォルトサイズは, 本文文字サイズの50％とし，変更可とする。
　割注行の行間は, デフォルトを0とし，変更可とする。
　割注行の行組版規則は, フォーマタ依存とする。
4.12 圏点
　文字，語又は段落単位で, 圏点を付けることができる。
　圏点は，対象となる文字(親文字)の上（横組），又は右（縦組）に置くことを原則とする。
　圏点を付けるためのルールは, “mark style”で指定することができる。
　圏点の付け方は, “文字ごと”又は“文字群に対して均等”を選択可とする。
　デフォルトは, “文字ごと”“スタイルなし”とする。
　“文字群に対して均等”を選択した場合の圏点の始終点位置は, フォーマタ依存とする。
4.13 添え字
　上付文字，下付文字を対象とする。
　縦組では上付文字を対象となる文字(親文字)の下右，下付文字を親文字の下左の位置に，それぞれ読み替える。
　上付文字，下付文字のサイズは, 親文字に対して1/2(二分)とする。
　一つの親文字に対して, 上付文字及び下付文字の両方を同時に付けることができる。ただし，その振る舞いに関してはフォーマタ依存とする。
　親文字に対する位置に関してはフォーマタ依存とするが，親文字ボディの外側には出ないことを想定する。親文字ボディの外側に出る場合でも，4.25の“行内行”の対象として扱う。
4.14  字取り
　字取り行長は, 文字サイズに文字数を乗じたものとして指定する。
　文字間アキ量は，文字サイズ，字取り数，文字数を用いて次式によって求める(ただし, 全角かつ同一文字サイズの場合)。
文字間アキ量 ＝ (字取り行長－(文字サイズ×文字数))÷文字間の個数

   　　　             ＝ (文字サイズ×(字取り数－文字数))÷(文字数－1)

  備考 字取りは，表組のセルなどに文字列を組む場合など，文字数が異なる文字列を一定の長さに揃えるための指定として用いる。図4.5に例を示す。



                     図4.5 字取りの例
4.15 字割り
　代表的な見出し字割り数について規定する。
　この規定は, 柱の字割り標準としても援用する。
                     表4.9 見出し文字数による文字間のアキ量
	Ｂ５判横組
	Ｂ５判縦組

	文字数
	アキ量
	文字数
	アキ量

	2字
	3倍アキ
	2字
	2倍アキ

	3字
	全角半アキ
	3字
	全角四分アキ

	4字
	全角アキ
	4字
	2分4分アキ

	5字
	2分アキ
	5字
	3分アキ

	6字
	4分アキ
	6字
	1ポアキ

	7字
	1ポアキ
	7字以上
	ベタ組

	8字以上
	ベタ組
	
	


　

　備考　柱，見出しなど，比較的字数の少ない行を組む際に，文字数に応じて字間にアキを入れて組むことをいう。図4.6に例を示す。
                      図4.6 字割りの例
4.16 章の指定
　次の2種類とする。
ａ)　順序付き章
ｂ)　順序なし章
4.16.1 順序付き章
ａ)　次のいずれかの字種を指定する。
英大文字，漢数字，アラビア数字，ローマ数字大文字，時計数字
ｂ)　順序文字に付加する文字として次のいずれかの字種を使用する。
１)　付加文字なし
２)　順序文字の前に第，及び後に編，章，部，項，節などを使用
３)　順序文字の後ろに章など
４)　順序文字の後ろにピリオド（和文，欧文いずれかのピリオド）
５)　漢数字の後ろに読点
ｃ)　順序文字の書体

ｄ） 無指定の場合には, 第１章, 1.1, 1.1.1 とする。
4.16.2 順序なし章
ａ)　順序文字に付加する文字として, 次のいずれかを使用する。
文字なし，イメージ
　　備考1. イメージとは，次に示す例の先端部のように，見出し行に付加される図形などを意味する。

2. 字下げは, 4.19で扱う。
3. マニュアル類の章建ては対象外とする。
4. 第１章の前に章番号のない“はじめに”などがある場合は，No Numbering指定を行う。
4.17 箇条書き
　次の2種類とする。
ａ)　順序付き箇条書き
ｂ)　順序なし箇条書き
4.17.1 順序付き箇条書き
ａ)　次のいずれかの字種を指定する。
英大文字，英小文字，漢数字，アラビア数字，ローマ数字大文字，ローマ数字小文字，
時計数字，平仮名，片仮名
ｂ)　順序文字に付加する文字として，次のいずれかを指定する。
１)　付加文字なし
２)　丸付き（英大文字，英小文字，アラビア数字，平仮名，片仮名に対して）
      備考　①，②など
３)　順序記号の前後に丸括弧（和文，欧文いずれかの丸括弧）
  備考　(1), (2)など
４)　順序記号の後ろに丸括弧（和文，欧文いずれかの丸括弧）
  備考　1), 2)など
５)　順序記号の後ろにピリオド（和文，欧文いずれかのピリオド）
  備考　1. 2.など
６)　順序記号の後ろに読点
  備考　一、二、など
ｃ)　仮名の順序
１)　五十音順
２)　イロハ順
ｄ)　順序記号の書体
ｅ） 無指定の場合には, (1), A., a) とする。
4.17.2 順序なし箇条書きに使用する文字

ａ)　記号
・（中点），◆，○，漢数字の一と読点，文字の名前（符号化文字の規格などが規定する文字の名前）
ｂ)　漢数字の書体
4.17.3 箇条書きの字下げ
ａ)　段落字下げ数（箇条書き１行目の字下げ）
１字下げ，２字下げ
ｂ)　字下げ字数（箇条書き折り返し２行目の字下げ）
字下げなし，１字下げ，２字下げ，３字下げ
4.18 表ネーム
4.18.1 表の本文と表ネームの文字サイズとの関係
　表の本文と表ネームの文字サイズとの関係は使用する書体により，次のとおりとする。
ａ)　ゴシック体　同サイズ
ｂ)　明朝体　１ポイント又は１Ｑ下げ
　表注(表の説明文)が2行以上になった場合の行間値は, 注文字サイズの半角アキとする。
4.18.2 表と版面，本文とのアキ
ａ)　版面　1mm

ｂ)　本文　本文文字サイズの1.5倍アキ(端数は表注側で吸収する。)
4.19 見出し体裁指定
　この組版においては, 4.19.1及び4.19.2に示す2種類の指定モデルを提供する。ただしライブラリ化は, 4.19.2のモデルだけとする。
4.19.1 見出し文字サイズ選択指標
　見出しの推奨文字サイズを次に示す。
ａ)　大見出し　24～32Q又は16～22ポイントの中から選択。
ｂ)　中見出し　18～20Q又は12～14ポイントの中から選択。
ｃ)　小見出し　14～16Q又は10～11ポイントの中から選択。
　備考　この指標は, 本文文字サイズを８～９ポイント(12～13Ｑ)としたときの各見出し文字サイズの選択幅を示している。選択される書体，ウェイトによっても変化するため，これらの指標はライブラリ化はしない。
4.19.2 見出し組
　ポイント系で示す。Ｑ数指定の場合は4.3, 表4.1の換算表を適用する。
　“A5判 縦組  本文9ポ組”及び“A5判・B5判 横組  本文9ポ・8ポ組”の例を示す。他の判型，本文サイズの場合は，これをもとに指定する。ａ）～ｂ）の表記においては，ポイントの数値表記を“ポ”と略記する。
ａ)　A5判 縦組  本文9ポ組
１)　単独見出しの例
大見出し（14ポ）

本文９ポ４字下がり

４行取り中央
中見出し（12ポ）

６字下がり


３行取り中央
小見出し（10ポ）

７字下がり


２行取り中央
２)　大・中・小見出し3本の例
１行アキ
大見出し（14ポ）         本文９ポ４字下がり                 ３行取り中央
中見出し（12ポ）

６字下がり


２行取り中央
小見出し（10ポ）

７字下がり


２行取り中央
最初の１行アキを含めて８行取り
３)　大・中見出し２本の例
１行アキ
大見出し（14ポ）

本文９ポ４字下がり

２行取り中央
中見出し（12ポ）

６字下がり


３行取り中央
最初の１行アキを含めて６行取り
４)　大・小見出し２本の例
１行アキ
大見出し（14ポ）

本文９ポ４字下がり

３行取り中央
小見出し（10ポ）

７字下がり


２行取り中央
最初の１行アキを含めて６行取り
５)　中・小見出し２本の例
１行アキ
中見出し（12ポ）

本文９ポ６字下がり

２行取り中央
小見出し（10ポ）

７字下がり


２行取り中央
最初の１行アキを含めて５行取り
６)　見出しのない例
本文のはじめを2行分空けて組む
ｂ)　A5判・B5判 横組  本文9ポ・８ポ組
１)　単独見出しの例
大見出し（14ポ）

位置は本文版面左右中央

４行取り中央
中見出し（12ポ）

位置は本文版面左右中央

３行取り中央
小見出し（10ポ）

左右中央又は１字下がり

２行取り中央
２)　大・中・小見出し3本の例･･････････改ページ
１行アキ
大見出し（14ポ）

位置は本文版面左右中央

３行取り中央
中見出し（12ポ）

位置は本文版面左右中央

２行取り中央
小見出し（10ポ）

左右中央又は１字下がり

２行取り中央
最初の１行アキを含めて８行取り
３)　大・中見出し２本の例･･････････改ページ
１行アキ
大見出し（14ポ）

位置は本文版面左右中央

２行取り中央
中見出し（12ポ）

位置は本文版面左右中央

３行取り中央
最初の１行アキを含めて６行取り
４)　大・小見出し２本の例･･････････改ページ
１行アキ
大見出し（14ポ）

位置は本文版面左右中央

３行取り中央
小見出し（10ポ）

左右中央又は１字下がり

２行取り中央
最初の１行アキを含めて６行取り
５)　中・小見出し２本の例･･････････改ページ・追い込み
１行アキ
中見出し（12ポ）

位置は本文版面左右中央

２行取り中央
小見出し（10ポ）

左右中央又は１字下がり

２行取り中央
最初の１行アキを含めて５行取り
4.20 ルビ体裁指定
　次の範囲を標準とする。
ａ)　2字ルビに限定する。
ｂ)　縦組，横組とも中付きとする。
ｃ)　モノルビ，グループルビの双方を許容する。
ｄ)　モノルビの場合，ルビ文字数の増大とともに，原則的には左右(上下)対称にルビ行長を伸ばす。ルビ文字はベタに配置する。
ｅ)　ルビ対象文字に隣接する漢字には，ルビ文字が掛かってはならない。
ｆ)　ルビ対象文字に隣接する仮名には，ルビ１字だけ掛かってもよい。
ｇ)　グループルビの場合，アキ量の関係は図4.7のとおりとする(ただしルビ行長がルビ対象文字列よりも長い場合には，ルビ列はベタとする。)。


　　　　　        図4.7 グループルビにおけるルビ文字のアキ
ｈ)　行頭・行末の処理は，ルビ対象文字基準とする。
4.21 段落字下げ体裁指定
　“字下げなし”又は“段落行頭1字下げ”の二者択一とする。
4.22 表体裁指定
　特にライブラリ化はしない。4.14の字取りルールを適用する。
4.23 スコア
　次の3種類とする。縦組の場合は，下線，上線を左線，右線とそれぞれ読み替える。スコアの例を添付して, 次に示す。
下線


［例］あいうえお
上線


［例］あいうえお
抹消線


［例］あいうえお
　備考　下線，上線（左線，右線）を傍線と総称することもある。
　線種は4.24を参照のこと。
4.24 罫(けい)
　罫(けい)線種は表4.10に示す範囲とする。例示する線の太さは参考とし，実際の線幅及び線間は, フォーマタ依存とする。

表4.10 罫線種
	罫線種
	形　　状

	表　 罫
	

	中太罫
	

	裏　 罫
	

	点　 線
	

	ミシン罫
	

	一点鎖線
	

	二点鎖線
	

	双柱罫
	

	子持ち罫
	


4.25 行内行
　１行を構成する文字列において，行方向に幅をもつ要素が付加されることがある。ここでは次の組版指定要素がそれに該当する。
ａ)　注の合印
ｂ)　割注
ｃ)　圏点
ｄ)　添え字
ｅ)　ルビ
ｆ)　スコア
　これらの要素を指定して組版する場合は，4.25.1及び4.25.2に述べる原則に基づいて組版するものとする。
4.25.1 当該行の行幅
これらの要素が付加されない場合と同一の値をとることを原則とする。
4.25.2 当該行の位置
　これらの要素が付加されない場合と同一の位置をとる。
5. DSSSLライブラリ  DSSSLライブラリは, 日本語構造化文書における文書スタイル意味指定言語(DSSSL)の指定を簡便に行うことを可能にするための枠組み及びDSSSL記述集合とする。 

  DSSSLは, SGML文書に対する構造変換及びフォーマット処理の指定方法を規定する。DSSSLの指定では, 詳細なフォーマット処理に関する指定が可能であり, 高度な記述が可能であるが, 指定方法として低レベルであって, 多くの利用者が簡単に記述できるものではない。 そこでDSSSLライブラリによって, DSSSL指定を簡易化することが望まれる。

  DSSSLライブラリは, 利用者の簡易な指定から詳細な指定を作り出すschemeプログラムを用意し, 標準的に使われる組版要素及びページモデルのDSSSLの関数記述群を用意して, DSSSL指定に際しての利用者の記述を軽減する。簡易な指定から詳細な指定を作り出すためには, 日本語組版の標準的な規則, 指定要素及びそれらに用いるパラメタの値が必要となる。ここでは, 4.に示した日本語組版の標準的な組版指定要素及び指定パラメタを用いて, 詳細指定の生成を行う。 

  備考 このライブラリでは, 次の指定要素は扱わない。
        4.10 注体裁指定における, 行間注, 傍注及び頭注
        4.19.2 見出し組
  4.25 行内行に示すとおり, ルビなどの付与による行幅加算が行われないフォーマタを想定して, このライブラリは設計されている。
5.1 ライブラリの枠組み

  DSSSLは, 処理系に非依存で詳細な指定が可能な一般性の高い規定内容をもつ。その指定を記述するには, 次のDSSSL利用の知識が必要となる。 

a) DSSSLの処理 

b) 組版 

c) 組版要素に対応するDSSSLの流し込みオブジェクト
d) SGML 

e) DSSSL内部表現であるグローブ
f) Scheme(式言語) 

g) Scheme上のDSSSL指定方法(SDQL, グローブ及び流し込みオブジェクトの操作) 

  指定の簡易化によって, これらの知識を必ずしも十分にもたない利用者にとってもDSSSLを使うことのできる方策が望まれるが, 組版に対する多様な要求を満し, しかも記述能力を低下させないで簡易化を実現する必要がある。 つまり柔軟性を維持したまま, 利用者の知識の負担を減らす必要がある。

  そこでこのライブラリでは, 利用者の知識水準に応じて段階的に高度な拡張を可能にするDSSSLの記述パッケージを提供する。利用者の知識水準に基づく利用形態を, 次のとおりに分類する。
a) level 0 

  変更なしにスタイルそのものを利用する。例えば, 単にHTMLの文書を, おしきせのスタイルで出力したい。 

b) level 1 

  組版要素の指定を変更できる。スタイルシートの内容を理解して, 段組を変えたり要素の見栄えを変えたりできる(指定パラメタの変更。)。 

c) level 2 

  DTDに対応して, DSSSL記述においてスタイルに変更を加えることができる。 

d) level 3 

  新しいスタイルを定義できる。カスタマイズしたスタイルを, 再利用可能なライブラリとして利用者が定義する。 

  スタイルシートの位置付けは, 裸のDSSSLをplain-TeX(又はassembler)にたとえると, LaTeX(又はC言語)に相当するものと言えよう。利用者は, 必要に応じて高レベル記述のパラメタを変更したり, 低レベル記述の追加変更を行うことによって, 柔軟な記述を行える。

  この標準情報(TR)では, 主としてlevel 1の利用形態を対象としたライブラリを提供する。
5.2 DSSSLライブラリの処理の流れ

  DSSSLライブラリは, 図5.1に示す処理を想定している。 
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                               図5.1 DSSSLライブラリの構成 

  ライブラリでは, 次の四つの部分を提供する。
a) 詳細パラメタ生成プログラム 

b) 関数群, つまり組版指定要素に対応する関数群 

c) ページモデル群, つまり標準のページモデル記述 

d) 特定DTDルール群, つまり特定DTDに対するconstruction rule記述 

5.2.1 簡易パラメタ

  DSSSLライブラリは, 利用者からの単純な要求に対してDSSSLの詳細な指定を補間して提供する必要がある。そのためにできるだけ日本語組版の標準的なデフォルト値を用意しておく。 例えばルビについては, ルビ文字が親文字の半分の大きさであることが多い。日本語の組版では, 紙上の文字領域は, ”13Qで22字詰, 段間２字分”の例に見られるとおり, 使用フォントの何文字分かで表現することが多い。

  利用者が標準的でない場合, 又はシステムのデフォルト値では満足できない場合に, 簡易パラメタに必要な指定を与える。この指定は, 詳細パラメタ生成プログラムで解釈され, 詳細パラメタに変換される。詳細パラメタで自動的に生成される宣言は, すべて簡易パラメタでも与えることができる。つまり, 透過的にパラメタは渡される。 
5.2.2 詳細パラメタ生成プログラム

  詳細パラメタ生成プログラムは, 利用者からの単純な指定に基づいて, DSSSLで使用する詳細なパラメタを生成する。生成プログラムは, 本来はすべてDSSSL処理系上で処理することが望まれる。しかし, DSSSLの式言語(schemeサブセット)で生成した記述をさらにDSSSLの記述(スタイル言語)として利用できないこと, 及びDSSSLの式言語では副作用のない記述だけしか認められていない(set!などによる変数の代入がない。)ことにより, この生成プログラムを導入した。

  4.の”組版指定要素及び指定パラメタ”を利用して, 次の関数群及びページモデル群で利用する詳細なページの指定などを生成する。ルビサイズの指定などは, 指定がなければデフォルト値が生成される。プログラムの内容は, 附属書A “詳細パラメタ生成プログラム”に示す。
5.2.3 関数群

  組版指定要素に対応するDSSSL記述上の関数群が用意される。これは, 詳細パラメタで与えられた各種の指定をもとにconstruction ruleで使用するDSSSLの流し込みオブジェクト生成関数及びそのサポート関数から成る。組版要素に対してDSSSLのスタイル言語が規定する流し込みオブジェクトを生成するための関数及びスタイル指定を定義している。指定の詳細は, 附属書B “関数群”に示す。
5.2.4 ページモデル群

  この標準情報(TR)が提供するDSSSLのページモデル記述であり, 詳細パラメタで与えられた各種の指定を使って対応するページモデルを与える。 詳細パラメタの指定を具体的なDSSSLのスタイル言語のpage-model定義としている。 指定の詳細は, 附属書C “ページモデル群”に示す。
5.2.5 特定DTDルール群

  特定DTDに対応した具体的なDSSSL指定を与える部分であり, 詳細パラメタ, 関数群及びページモデル群を利用して具体的なDTDのタグに対応してDSSSLの流し込みオブジェクトを生成していくためのconstruction ruleを記述している。 この版では, HTML 3.2に対するものを用意した。 DTDの要素に対して流し込みオブジェクトを生成する処理を記述してあり, 詳細パラメタ, 関数群及びページモデル群を利用する。 指定の詳細は, 附属書D “特定DTDルール群”に示す。

5.3 簡易パラメタ

  詳細パラメタは, 詳細パラメタ生成プログラムによって生成されるDSSSL記述であり, ほとんどが変数の宣言によって構成される。詳細パラメタの元となる簡易パラメタは, 詳細パラメタ生成プログラムに対してパラメタの連想リスト(association list)の形式で与えられる。次に指定可能なパラメタを列挙する。 

  長さ又は大きさの指定は, 単位なしの場合, mm単位となり, 9ptのように単位を指定することもできる[pt(ポイント) = 0.3514mm, Q = 0.25mm]。 

*paper-name* 

  用紙サイズ(文字列: "a4" など)(デフォルト値 "a4") 

*paper-direction* 

  用紙の向き（文字列: "portrait"/"landscape")(デフォルト値 "portrait") 

*writing-direction* 

  基本となる組方向(文字列: "horizontal"/"vertical")(デフォルト値 "horizontal") 

*paper-width* 

  用紙の幅([mm]: *paper-name*依存) 

*paper-height* 

  用紙の長さ([mm]: *paper-name*依存) 

*column-number* 

  段数(数値)(デフォルト値 1)n 

*base-font-size* 

  本文文字サイズ([mm]) 

*standard-composition* 

  版面の標準名指定。(文字列) 

*page-spec* 

  基本組体裁 (本文文字サイズ 字詰 行数 行送 段数 段間)。 

*page-region-width* 

  版面の幅([mm]) 

*page-region-height* 

  版面の高さ([mm]) 

*area-x-ratio* 

  版面のページ上のx方向相対位置指定(0.0～1.0)(デフォルト値 0.5) 

*area-y-ratio* 

  版面のページ上のy方向相対位置指定(0.0～1.0)(デフォルト値 0.5) 

*page-region-x-offset* 

  版面のページ上x絶対位置(ページ左上隅から版面左上隅までの長さ) 

*page-region-y-offset* 

  版面のページ上y絶対位置(ページ左上隅から版面左上隅までの長さ) 

*font-table* 

  見出しフォント情報 (リスト) 

*rubi-font-size-factor* 

  本文文字サイズに対するルビ文字の大きさ比率(0.0～1.0)(デフォルト値 0.5) 

*subscript-font-size-factor* 

  本文文字サイズに対する下付文字文字の大きさ比率(0.0～1.0)(デフォルト値 0.6) 

*superscript-font-size-factor* 

  本文文字サイズに対する上付文字文字の大きさ比率(0.0～1.0)(デフォルト値0.6)

*base-font-family* 

  本文文字サイズの書体指定(文字列)(デフォルト値 "mincho-light,sans-medium") 

*jisage-factor* 

  段落の標準の字下げ文字数(数値)(デフォルト値 1) 

*indent-factor* 

  箇条書き字下げの標準下げ幅文字数(デフォルト値 2) 

*has-header-nonburu* 

  天の位置へのノンブルの有無(#t/#f)(デフォルト値 #t) 

*has-header-hasira* 

  天の位置への柱の有無(#t/#f)(デフォルト値 #t) 

*has-footer-nonburu* 

  地の位置へのノンブルの有無(#t/#f)(デフォルト値 #f) 

*has-footer-hasira* 

  地の位置への柱の有無(#t/#f)(デフォルト値 #f) 

*hasira-rect* 

  見開き右ページの柱に書かれる文字列の指定
*hasira-verso* 

  見開き左ページの柱に書かれる文字列の指定
*footnote-number-desc* 

  脚注の順序文字の指定 

*enum-number-desc* 

  箇条書きの順序文字の指定 

*title-number-desc* 

  見出しの順序文字の指定 
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イメージ処理





8字　ベタ





7字　1ポアキ





４字　全角アキ





３字　全角半(1.5倍)アキ
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